
公益社団法人  大  日  本  農  会
〒107-0052　東京都港区赤坂１丁目９番13号

三会堂ビル７階
　電　話  03（ 3 5 8 4 ）6 7 3 9 番

ＦＡＸ  03（ 3 5 8 4 ）0 5 7 3 番

令　和　4　年　度

農事功績表彰者名簿

公　益　社　団　法　人

大　日　本　農　会

令和 ４ 年 11 月 17 日





目　　　次

	 	 	 受章者数	 頁

	 	 	 	

農	事	功	労	者	 	 	 	
	 紫白綬有功章	 	 　　１名　………………………	 2

	 緑白綬有功章（国内）	 北海道・東北地域	 　１１名　………………………	 3

	 	 関東地域	 　　９名　………………………	 6

	 	 北陸地域	 　　５名　………………………	 9

	 	 東海地域	 　　３名　………………………	 11

	 	 近畿地域	 　　６名　………………………	 12

	 	 中国四国地域	 　　５名　………………………	 14

	 	 九州・沖縄地域	 　　９名　………………………	 16

	 緑白綬有功章（国外）	 　　	 　　２名　………………………	 19		

	 緑白綬有功章　小計	 　　	 　５０名　	 		

	 計	 　　	 　５１名　	 		

	 	

農業改良普及功労者	 	 	
	 緑白綬有功章（国内）	 	 　　４名　………………………	 20	

	 	 	

農業技術開発功労者	 	 	
	 緑白綬有功章（国内）	 	 　　１名　………………………	 21

	 名誉賞状（グループ）（国内）	 　１団体　………………………	 21

	 	 	

本	会	功	労	者	 	 	
	 紫白綬有功章（国内）	 	 　　１名　………………………	 22

	 紅白綬有功章（国内）	 	 　　２名　………………………	 22

	

	

令和４年度農事功績表彰者	 	 		６０名
	 　　　　　　　　　　（内訳）	 	

	 　　　　　　　　　　紫白綬有功章	 　　２名	 	

	 　　　　　　　　　　緑白綬有功章	 　５５名	 	

	 　　　　　　　　　　紅白綬有功章	 　　２名	

	 　　　　　　　　　　名誉賞状（グループ）	 　１団体



－2－

農　事　功　労　者

　紫白綬有功章（国内）　１名

氏　　　名

亀
かめ

	井
い

	　	輝
てる

	忠
ただ

（73歳）
緑白綬有功章
平成21年度受章

住　　所

三重県
津市

経営部門

複合部門
（法人）

表　　彰　　事　　由

１　農業高校卒業後、トマト・キュウリ専業農家へ
の１年間研修を経て、ガラス温室を建設し施設
野菜（キュウリ、トマト）栽培を開始した。そ
の後、切り花（フリージア、鉄砲ゆり、ストック）
栽培、環境整備用の花壇苗の生産のほか、ゴル
フ場の花壇設計や管理へ業務を拡大した。

　　また、大型ホームセンターとの契約栽培や農産
物直売所での直売などにより販売先を確保す
るとともに、隣接町に鉄骨ハウスを建設し規模
拡大を図った。

　　緑白綬有功章受章後は、津市内で新たに農地を
取得し鉄骨ハウスを大幅に増設し、育苗プラン
トや発芽室を始めとする機械・システムを活
用した高度な栽培に取り組み、苗生育の均質化
や発芽率の向上・生育促進等により経営を改
善した。また、接ぎ木ロボットを県内で先駆的
に導入し、接ぎ木活着率や作業効率を上昇させ
た。このようなハウス栽培の高度化は、栽培面
のみならず、従業員の作業軽減・労働環境の改
善にもつながり、高年齢者や障がい者等を雇用
している。

２　地域の花壇苗・野菜苗生産のリーダー的役割を
果たすとともに、生産拡大により地域の雇用を
創出した。また、農産物直売所「美里フラワー
ビレッジ」を設立・運営し、地産地消推進、都
市との交流、遊休農地活用に貢献した。

　　農業大学校学生の長期研修はじめ、青年農業者
の育成に尽力した。中学生の職場体験や小学生
の社会見学も受け入れている。

　　高齢者施設、学校、保育園などに花壇苗の無料
配付を行う他、「津市緑と花の会」会長として、
春と秋に津市民緑と花の市を開催し、ガーデニ
ング講習会講師を務めるなど、緑と花に親しむ
活動を通じて花育に貢献している。

　　津市緑の基本計画懇談会委員、津市の農を考え
る会会長、三重県担い手ネットワーク代表とし
て、市や県の政策推進に貢献してきた。
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　緑白綬有功章（国内）　４８名

　　（北海道・東北地域　11名）

氏　　　名

木
き

	村
むら

	　	秀
ひで

	喜
き

（68歳）

吉
よし

	村
むら

	　	俊
とし

	子
こ

（65歳）

飯
いい

	塚
づか

	　	久
ひさ

	雄
お

（73歳）

髙
たか

	橋
はし

	　	　	信
まこと

（69歳）

髙
たか

	橋
はし

	美
み

	喜
き

	子
こ

（66歳）

住　　所

北海道
厚沢部町

北海道
美唄市

青森県
青森市

岩手県
紫波町

経営の特徴

水稲・ネギ作
複合経営

水稲専作経営

水稲専作経営

水稲・果樹作
複合経営

表　　彰　　事　　由

１　地域の野菜生産の振興及び地力維持に必要不可
欠な堆肥の安定生産を確立。地域に適した品目
の模索を行った上で、品目を絞込み、徹底した
コスト低減と省力化した経営を実現。

２　新規品目へ先駆的に取り組み、地域の高収益作
物の産地化を牽引。指導農業士、担い手育成対
策協議会会長として、担い手の育成と後継者が
農業に取り組みやすい環境づくりに貢献。

１　経営管理を担うなど積極的に経営に参画し、堅
実な経営を実践。ジュース製造や野菜直売を行
うなど高付加価値化や消費者交流の活動を先
駆けて実施し地域を牽引。

２　女性初の道指導農業士協会会長の他、全国指導
農業士連絡会理事などを歴任。農家民泊の受入
れ及び研修の受入れにより道農業の魅力発信
と次代の担い手の育成に貢献。

１　借地と省力化による水稲の規模拡大に併せ、育
苗用ハウスを有効活用し、施設野菜や果樹を取
り入れることにより雇用型経営へ移行し、水稲
を中心とした大規模経営を実現。

２　稲わらの有効活用や通年雇用等により地域振興
に貢献。幅広い研修生等の受入れや、技術普及
に尽力するとともに、地域に先駆けて家族経営
協定を締結し、ゆとりある経営を実現。

１　モチ米栽培への転換と直播栽培の導入により経
営規模の拡大を図り安定した経営を実践。美喜
子氏を中心に特別栽培によるリンゴ生産、農産
加工事業への取組による６次産業化を実現。

２　直播栽培技術の普及と生産者相互の技術研鑽に
向けた現地検討会、研修会の開催などにより、
省力・低コスト稲作技術の定着と向上に貢献。
学生等の研修受入れなど担い手育成に貢献。
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氏　　　名

平
ひら

	谷
や

	　	東
とう

	英
えい

（64歳）

平
ひら

	谷
や

	　	洋
よう

	子
こ

（60歳）

佐
さ

々
さ

木
き

	　			均
ひとし

（69歳）

佐
さ

々
さ

木
き

	千
ち

賀
か

子
こ

（69歳）

判
はん

	田
だ

	　	勝
かつ

	補
すけ

（75歳）

宮
みや

	川
かわ

	　	正
まさ

	和
かず

（60歳）

宮
みや

	川
かわ

	　	清
せい

	子
こ

（58歳）

住　　所

岩手県
野田村

宮城県
仙台市

秋田県
大仙市

秋田県
大潟村

経営の特徴

養豚一貫経営
（法人）

水 稲・ 大 豆
作・農産加工
経営
（法人）

水稲専作経営

施設・露地野
菜作経営
（法人）

表　　彰　　事　　由

１　規模拡大を進め、母豚1,000頭規模の大規模経営
に発展。銘柄豚「南部福来豚」を地域を代表す
るブランド豚に育て、収益性を向上させるなど、
先進的な経営を実現。

２　地域の循環型農業の促進に貢献。大学生や就農
希望者等の研修などにより担い手育成に貢献。
洋子氏は農家民泊による復興ボランティアの
受入れや高齢者交流サロンの運営にも貢献。

１　農事組合法人を立ち上げ、特に震災後は移植と
直播を組み合わせた栽培法の導入、多品種作付
け、千賀子氏が主導する６次産業化等の取組に
より地域農業復興のモデルとして活躍。

２　両氏とも地域農業のリーダーとして活躍。特に
震災後は復興の牽引役として活躍するととも
に地域農業を支える次世代の人材育成に寄与。
均氏は、農業委員会会長としても活躍。

１　複数の県育成水稲品種を率先して導入するとと
もに、直播栽培の導入による省力化、密苗栽培
や乳苗移植栽培等にも取り組み、自らの生産性
向上のみならず、技術普及にも尽力。

２　農協管内で稲作連絡協議会会長を長年にわたっ
て務め、新たな栽培技術の導入推進に尽力した
ほか、土地改良区の理事長として地域農業全体
の発展にも貢献。

１　ネギを中心に加工業務用に特化し、作業の機械
化等により作付規模拡大。県外にも農場を確保
し周年雇用とリレー出荷を実現。JGAPも取得。
清子氏は法人の働きやすい環境作りに尽力。

２　若手農業者の育成に尽力し、県農業法人協会会
長として協会の活性化に貢献。海外大学生の研
修受入れなど国際的な人材育成に貢献。清子氏
は野菜グループの活動や食農教育を推進。
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氏　　　名

笹
ささ

	原
はら

	　	恭
きょう

	治
じ

（80歳）

齋
さい

	藤
とう

	　	一
かず

	志
し

（65歳）

木
き

目
め

澤
ざわ

			次
つぎ

	男
お

（71歳）

木
き

目
め

澤
ざわ

	久
く

實
み

子
こ

（64歳）

住　　所

山形県
村山市

山形県
鶴岡市

福島県
泉崎村

経営の特徴

オウトウ専作
経営

水稲作・畜産
複合経営
（法人）

酪農経営

表　　彰　　事　　由

１　オウトウの雨よけテント栽培を市内でいち早く
導入して裂果を防止し安定した経営を実現。観
光果樹園を開設し、経営の拡大・充実を図り、
大規模栽培のモデルを提示。

２　大規模経営の実践により、地域のオウトウ経営
の規模拡大を誘導し、産地拡大とブランド確立
に貢献。首都圏の消費者と積極的に交流し、村
山市のオウトウの知名度向上に貢献。

１　養豚経営の規模拡大を図りつつ、米の集荷・販
売事業を展開。米の集荷基準設定により品質向
上と均一化を実現。複数のスマート技術を取り
入れた低コスト農業を実現。

２　地域に複式簿記と栽培の均一化による高品質米
生産の重要性を説き、経営意識改革を推進。農
業機械レンタル事業により低コスト化に貢献。
県農業法人協会長として、人材育成にも尽力。

１　乳牛の飼養管理や自給飼料の生産、資源循環型
農業の取組等において、創意工夫による効率的
な生産システムを導入し、１頭あたりの産乳量
が地域平均を大きく上回る酪農経営を確立。

２　夫妻ともに地域の酪農協の役員等を務め、リー
ダーとして、酪農業の発展、若手農業者の育成、
女性の地位向上に貢献。村内で最初に家族経営
協定を締結し、男女共同参画に寄与。
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　　（関東地域　９名）

氏　　　名

廣
ひろ

	瀬
せ

	　	幸
ゆき

	雄
お

（73歳）

八
や

	木
ぎ

	澤
さわ

	寛
ひろ

	夫
お

（72歳）

福
ふく

	田
だ

	　	絹
きぬ

	江
え

（66歳）

三
さい

	枝
ぐさ

	　	博
ひろ

	行
ゆき

（74歳）

住　　所

茨城県
筑西市

栃木県
矢板市

栃木県
日光市

群馬県
東吾妻町

経営の特徴

水稲作・造園
複合経営

肉用牛繁殖経
営

水稲専作経営

花き・タラノ
メ作複合経営

表　　彰　　事　　由

１　海外研修経験を活かした規模拡大や、県オリジ
ナル酒米品種等を活用した地元酒蔵との連携
による特色ある稲作を実践。造園部門の導入に
より周年雇用を実現し剪定残渣を堆肥還元。

２　県農業経営士協会に担い手確保育成部会を設立
し、後継者確保･育成に貢献。農商工連携によ
る地産地消や、造園を通じた地域人材の活躍の
場の創出により地域に貢献。

１　水稲主体の経営から水稲と肉用牛繁殖の複合経
営に拡大。個体管理による繁殖性向上と粗飼料
多給による優良子牛生産を柱に、合理的でゆと
りある大規模肉用牛繁殖経営を実現。

２　農協和牛繁殖部会長、県和牛改良協議会役員と
して、和牛繁殖の振興と和牛改良に貢献。研修
生の受入れや後継者組織の活動を支援。農業委
員として遊休農地解消等にも貢献。

１　就農後4Hクラブに加入して組織活動に積極的
に参加。手作り簿記や作業計画の作成、農産加
工に取り組み、経営者のパートナーとして経営
改善を実現。

２　女性農業士第１期生として女性農業者活動を牽
引。農業委員として県内初の会長を務め、女性
リーダーの育成にも取り組む。日光市農業委員
会の女性割合は全国１位。

１　時代の変遷やニーズに合わせた経営品目の転換
により経営が発展。スプレーギクと山野草によ
る花き類周年栽培体系を確立。タラノメ導入に
より冬季の所得を確保し経営を安定化。

２　スプレーギクにおける共同育苗や共選共販体制
の整備に取り組み、産地の礎を構築。研修生の
受入れによる担い手の育成や組織活動に尽力
し、地域農業の振興に貢献。
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氏　　　名

山
やま

	下
した

	　	德
とく

	弥
や

（65歳）

山
やま

	下
した

	　	笑
えみ

	子
こ

（64歳）

並
なみ

	木
き

	　	一
かず

	重
しげ

（70歳）

金
かね

	子
こ

	　	憲
のり

	永
ひさ

（72歳）

猪
いの

	股
また

	　	重
しげ

	教
のり

（76歳）

住　　所

埼玉県
川越市

東京都
足立区

神奈川県
藤沢市

山梨県
韮崎市

経営の特徴

花壇苗・鉢物
作経営

花壇苗・花き
作経営

養豚一貫・食
肉加工販売経
営

肉用牛一貫経
営

表　　彰　　事　　由

１　パンジー、ビオラの秋出荷をはじめ流行に合っ
た商品の開発、効率的できめ細やかな栽培管理
で高品質花き大規模経営を実現。笑子氏は労務
管理を担当し、取引先の拡大にも貢献。

２　日本農業遺産「武蔵野の落ち葉堆肥農法」を継
承して独自の培養土を調整し、平地林の維持、
防犯対策に貢献。担い手育成のため、研修生の
受入れ、独立や就職就農を支援。

１　市場ニーズに応えた花壇苗生産により市場での
信頼を確立。切り花からポット花壇苗生産に移
行し、施設化とともに生産性・品質向上に努め、
地域のリーダー的農家として経営を確立。

２　都花卉園芸組合連合会会長、農協理事等を務め、
視察やイベントへの参加促進、事業活用等を通
じ花き振興に貢献。農業委員として生産緑地の
適正管理等により都市農地保全に貢献。

１　規模拡大により経営基盤を確立。衛生管理の徹
底と人工授精技術等の新技術導入により経営
を安定化。直売所を開設し、おいしさを追求し
た精肉や加工品を地元で提供。

２　糞尿の堆肥化と畜舎汚水の適切な処理を実践。
地域畜産会長等として飼料価格高騰対策や畜
産排泄物処理対策に尽力。養豚業の体験学習な
ど理解醸成に貢献。

１　養蚕・果樹経営から出発し、乳用雄牛の導入か
ら交雑種、黒毛和種の肥育へと経営の内容をス
テップアップ。黒毛和牛の一貫経営を県内で先
駆的に実践。

２　地域の肉用牛生産のリーダーとして、先駆的な
取組を後進に伝えるとともに、地域の耕種農家
との連携による資源循環、耕作放棄地への放牧
など地域農業に貢献。



－8－

氏　　　名

赤
あか

	堀
ほり

	　	有
あり

	彦
ひこ

（70歳）

住　　所

静岡県
牧之原市

経営の特徴

茶業経営

表　　彰　　事　　由

１　品質と収量を高める芽重型の茶園づくりを実行
するとともに、生葉出荷農家の連携システムを
構築。野菜作を拡大し、経営体内での部門別経
営の実践により経営拡大。

２　茶業研究会を創設し会長を務め、産地再生に貢
献。農業経営士茶部会会長等を歴任し、ブラン
ド被覆茶の取組を拡大するとともに研修受入
れを通じ担い手育成に貢献。



－8－ －9－

　　（北陸地域　５名）

氏　　　名

渡
わた

	辺
なべ

	　	孝
こう

	治
じ

（73歳）

櫻
さくら

	井
い

	　	賢
けん

	七
しち

（64歳）

大
おお

	平
ひら

	　	正
まさ

	博
ひろ

（74歳）

前
まえ

	田
だ

	　	忠
ただ

	男
お

（67歳）

住　　所

新潟県
上越市

新潟県
新発田市

富山県
富山市

石川県
穴水町

経営の特徴

肉用牛肥育経
営
（個人・法人）

水稲専作経営

水稲・大麦・
大豆・野菜作
複合経営

野菜・果樹作
複合経営
（法人）

表　　彰　　事　　由

１　乳用種の肥育から始め、徐々に増頭後、黒毛和
種主体へと経営転換し、肥育技術を磨きながら
規模拡大。高度な衛生管理手法を導入して肉の
直売にも取り組み、安定した畜産経営を実現。

２　農業実習生等の受入れを積極的に行い、若手後
継者の育成及び技術の習得に貢献。地元畜産物
の知名度向上に尽力。耕畜連携による地域の資
源循環と土づくりを推進。

１　作期分散や機械共同利用等により、家族経営に
よる大規模稲作経営を確立。高温等の異常気象
に対応した水稲栽培技術の構築・普及など、新
潟米のブランド力向上に大きく貢献。

２　県指導農業士会長として県の農林水産関連施策
の推進に貢献したほか、地域の大規模農業者と
して、担い手への農地の集積・集約の推進や若
手農業者の育成に尽力。

１　施設園芸でトマトとコマツナの周年栽培体系を
確立。カドミウム汚染復元田の土づくりと省力
安定生産技術を確立し、種子用を主とした稲・
麦・大豆と野菜作の複合経営モデルを構築。

２　施設園芸組合長等として、市場ニーズに対応し
た産地形成への誘導に貢献。豊富な経験を伝え
次代の担い手を育成するとともに、消費者と交
流を図り、地域農業への理解増進に貢献。

１　奥能登の国営農地開発地で先例のない野菜と果
樹の大規模複合経営を実現。新規品目として、
野菜苗の契約販売に取り組むとともに、観光農
園構想を推進。

２　国営農地開発地での営農の定着と観光農園の基
礎を確立。地域の範となり、農業後継者の人材
育成に尽力。物産展出品や町内ワイナリーへの
原料供給など町の農業振興策に貢献。



－10－

氏　　　名

山
やま

	嵜
ざき

	　	繁
しげ

	信
のぶ

（73歳）

山
やま

	嵜
ざき

	美
み

	枝
え

	子
こ

（71歳）

住　　所

福井県
越前町

経営の特徴

野菜苗・花苗
作・しめ縄複
合経営
（法人）

表　　彰　　事　　由

１　水稲作で生計を立てることが困難な中山間地の
条件不利地において、地域から従業員を雇用
し、野菜苗・花苗生産としめ縄生産を取り入れ
た複合経営を実践。

２　高齢者の農地の農作業受託とともに、青刈り稲
生産などにより耕作放棄地抑制に貢献。しめ縄
生産により農閑期の雇用を創出。美枝子氏は女
性農業者の地位向上に貢献。



－10－ －11－

　　（東海地域　３名）

氏　　　名

小
お

	川
がわ

	　	勝
かつ

	範
のり

（78歳）

水
みず

	谷
たに

	　	一
かず

	江
え

（57歳）

伊
い

	藤
とう

	　	良
りょう

	子
こ

（64歳）

住　　所

岐阜県
瑞穂市

愛知県
豊橋市

三重県
東員町

経営の特徴

水稲・小麦作
経営
（法人）

施設イチゴ専
作経営

水稲・麦作経
営

表　　彰　　事　　由

１　農事組合法人代表理事に就任し、会社員時代に
培ったコスト低減意識のもと新技術や高性能
農業機械を導入し大規模水田農業経営を実現
するとともに、女性を含む後継者を育成。

２　農業法人の成長とともに、各種担い手組織の会
長等に就き、稲作経営者の意見を集約するとと
もに行政へ提言。議員活動を通じ、水田農業を
含めた農村整備に注力。

１　イチゴの生産規模を拡大しながら経営を展開。
高設栽培や環境モニタリング装置及び移動式
ベンチを導入。栽植株数の増加、収穫期間の延
長を実現し高収量生産を確立。

２　イチゴ生産技術の地域への導入、新規就農者へ
の技術伝授を支援。県農業経営士協会会長とし
て農業振興に貢献。地元観光行事の企画運営や
食育活動により地域農業の発展を推進。

１　父親を支援するためにＵターン就農し、町初の
女性認定農業者として活躍。労力軽減及び作期
分散のため大麦・飼料用稲の導入を図り、現在
は後継者とともにさらなる規模拡大を志向。

２　女性が能力を発揮できる場つくりに貢献。地域
食材の再発見等の出前授業を行い、地産地消・
食育活動を推進。農業委員会会長等として農地
の利用集積、担い手の育成確保等を推進。



－12－

　　（近畿地域　６名）

氏　　　名

寺
てら

	井
い

	　	治
じ

	一
いち

	
（80歳）

上
うえ

	嶋
じま

	　	伯
のり

	協
やす

（66歳）

中
なか

	筋
すじ

	　	博
ひろ

	行
ゆき

（74歳）

岸
きし

	本
もと

	　	一
いち

	朗
ろう

（65歳）

住　　所

滋賀県
高島市

京都府
和束町

大阪府
富田林市

兵庫県
丹波篠山市

経営の特徴

水稲・野菜作
複合経営

茶業経営
（個人・法人）

施設野菜作
（ナス・キュウ
リ）経営

水稲・大豆作
経営

表　　彰　　事　　由

１　水稲作と肉牛繁殖の複合経営から、ほ場整備を
契機に水稲作と野菜作の複合経営に転換。環境
保全型農業や消費者への直接販売など地域の
模範となる取組を実践。

２　農業者組織の活動で中心的役割を果たすととも
に、直売所出荷物の品質向上や伝統野菜の復活
など、地域の野菜作振興に貢献。指導農業士と
して青年農業者や県の人材育成に貢献。

１　宇治茶本来のうま味と香りを引き出す製茶技術
による品質向上と共同製茶工場の設立により
安定的な生産と作業の効率化を実現。菓子製造
会社とタイアップした商品開発等を展開。

２　環境と調和した新しい技術の探求やお茶のPR
活動を行う組織を仲間とともに設立し、都市農
村交流や国際交流などを展開。農外からの新規
就農者を受け入れ、後継者育成に貢献。

１　施設栽培での半促成ナスと抑制キュウリの輪作
体系を確立。雇用導入や販路開拓、事務作業の
電算化、さらには機械化やブランド戦略により、
地域トップクラスの農業経営を確立。

２　大量廃棄されるもみ殻を活用した堆肥生産に尽
力。外国人実習生の受入れや多様な担い手育成
に尽力。大阪府「農の匠」として食育や地産地
消を推進。

１　地域の担い手として水稲を主軸に特産の丹波黒
大豆を組み合わせた土地利用型農業経営を確
立。先駆的に直売や６次産業化に取り組み、法
人化により経営基盤強化を実現。

２　担い手への農地集約を先導。黒大豆枝豆を取り
入れた経営モデルは地域の生産者へ波及。県農
業経営士会副会長として農業者の育成と交流
を牽引。



－12－ －13－

氏　　　名

鶴
つる

	田
た

	　	和
かず

	恵
え

（66歳）

山
やま

	下
した

	　	繁
しげ

	一
いち

（70歳）

住　　所

奈良県
五條市

	

和歌山県
田辺市

経営の特徴

カキ・ウメ作
経営

ウメ専作経営

表　　彰　　事　　由

１　カキの早生品種「刀根早生」の導入やウメ加工
で収益を向上。国営総合農地開発事業への参加
と自己開墾により経営規模を拡大し、園内道の
整備や機械化による省力化を実現。

２　県指導農業士として、農業後継者の育成、家族
経営協定の普及、女性の積極的な農業参画に貢
献。観光農業や地域イベントを通じて消費者と
の交流を積極的に進め、果樹産地のPRに貢献。

１　ウメ専作で漬け梅生産にいち早く取り組み、後
継者を確保。スプリンクラー防除などによる栽
培管理の省力化、漬込作業の効率化により、次
世代にも魅力ある経営を実現。

２　ウメ産地のリーダーとして「紀州梅干し」ブラ
ンドの維持に尽力。農業委員会委員として優良
農地の確保、指導農業士及び新規就農者育成協
議会委員として後継者育成に貢献。



－14－

　　（中国四国地域　５名）

氏　　　名

那
な

	須
す

	　	敬
けい

	策
さく

（74歳）

島
しま

	津
づ

	　	　	宏
ひろし

（68歳）

山
やま

	下
した

	　	和
かず

	久
ひさ

（67歳）

山
やま

	下
した

	　	由
ゆ

	美
み

（65歳）

福
ふ

	家
け

	　	　	茂
しげる

（72歳）

住　　所

岡山県
岡山市

広島県
庄原市

徳島県
阿南市

香川県
高松市

経営の特徴

イチゴ専作経
営

リンゴ専作経
営

チンゲンサイ
専作経営

カンキツ専作
経営
（法人）

表　　彰　　事　　由

１　地域に先駆けてイチゴの空中採苗と小型ポット
育苗を導入し、育苗の省力化を実現。労働負荷
軽減のため高設栽培を地域で初めて導入し、県
内での普及に寄与。

２　いちご部会長として、新品種の導入や出荷規格
の改善による有利販売に寄与。県農業士とし
て、就農希望者や県農業大学校学生の研修受入
れなど担い手の育成に貢献。

１　複合経営からリンゴ専作経営に移行。先進地に
出向き、雪害や台風対策、わい性台木等新技術
を導入。完熟リンゴの出荷により固定客を獲得
し、販売形態の多様化により経営安定を実現。

２　近隣のリーダーと連携し、地域のリンゴ産地の
振興に貢献。県指導農業士会会長等の役職を歴
任し、担い手の育成や経営力向上、行政に対す
る施策提言等に貢献。

１　チンゲンサイの周年栽培体系を確立し、地域で
の技術指導を行うなど産地化に尽力。新たな流
通ルートを構築し、個人の経営のみならず、部
会長として地域農業の発展にも貢献。

２　和久氏はまちづくり会長を務め高齢者買い物支
援サービスの展開などに尽力し、由美氏は移住
就農者や女性農業者の育成・指導に尽力する
など、過疎化に負けない農村づくりに貢献。

１　露地栽培のミカンからブドウ、温室ミカンへの
転換を経て、収益性の高いカンキツの施設栽培
を実現。積極的な新技術、新品種の導入により
経営基盤を強化。

２　農業団体役員として地域の農業振興に貢献。果
樹の安定生産や高品質化技術等の研究に対す
る協力や後継者育成に関わるなど、県全体の果
樹生産振興に貢献。



－14－ －15－

氏　　　名

三
み

	船
ふね

	　	正
まさ

	良
よし

（76歳）

住　　所

愛媛県
新居浜市

経営の特徴

養豚一貫経営

表　　彰　　事　　由

１　家業の継承を機に繁殖肥育一貫経営に転換し、
安定した経営の基礎を構築。家畜改良に取り組
むとともに独自の飼料給与による豚肉の自家
ブランドの作出・差別化を実現。

２　耕畜連携による飼料米の有効活用や堆肥の円滑
な循環など地域の模範となる取組を実践。地域
の畜産クラスター協議会の設立や県域の養豚
経営者協議会の組織強化・後継者育成に尽力。



－16－

　　（九州・沖縄地域　９名）

氏　　　名

大
おお

	田
た

	　	完
かん

	治
じ

（72歳）

松
まつ

	尾
お

	　	正
まさ

	人
と

（67歳）

川
かわ

	上
かみ

	　	博
ひろ

	昭
あき

（73歳）

深
ふか

	水
み

	　	吉
よし

	人
と

（72歳）

深
ふか

	水
み

	　	良
りょう

	子
こ

（71歳）

住　　所

福岡県
行橋市

佐賀県
小城市

長崎県
松浦市

熊本県
多良木町

経営の特徴

水稲・麦作経
営

施設ナス専作
経営

施設野菜（ア
スパラガス・
メロン）作経
営

水稲・麦・施
設トマト作・
農家民宿複合
経営
（個人・法人）

表　　彰　　事　　由

１　新品種や新技術の導入を積極的に行うととも
に、担い手不足の中、水稲・麦の面積を拡大し、
耕作放棄地抑制に貢献。基盤整備を契機として
経営規模を拡大し、経営体制を強化。

２　県指導農業士として担い手の育成や普及指導員
の研修に貢献。農業者のリーダーとして、地域
内の基盤整備や農業研究会の活動を通じて産
地発展に大きく貢献。

１　両親のカンキツ・米麦経営から施設ナス・カン
キツ経営に移行し、県の経営発展モデルを実践。
研究機関と連携して積極的に新技術を導入し、
施設ナスの技術確立に貢献。

２　施設ナスの部会長として産地の発展に大きく貢
献。地域リーダーとして担い手確保や若手農業
者の育成、食育活動や都市農村交流など地域の
活性化に大きく貢献。

１　メロンの採光性を高める栽培技術を考案し、果
実の歩留まり・品質向上に貢献。病害の発生低
減及び労働時間の削減のために、アスパラガス
での点滴かん水技術を確立し普及。

２　大規模な施設アスパラガス経営を行う新規参入
法人に対して指導を行い、高単収を実現し、経
営安定化に貢献。新規就農者等への技術支援を
行うなど地域農業の振興に貢献。

１　農事組合法人を設立し、地域の農地集積・維持
に貢献。法人経営のメリットを生かし、連棟の
耐候性ハウスを建築し、トマトの高収量・高収
益生産を実現。

２　吉人氏は、県内の集落営農組織の協業化・法人
化を支援。良子氏は、地域における女性活躍に
貢献するとともに、農家民宿によりグリーン
ツーリズムを推進。



－16－ －17－

氏　　　名

松
まつ

	本
もと

	　	喜
き

	作
さく

（72歳）

松
まつ

	本
もと

	　	秀
ひで

	子
こ

（68歳）

羽
は

	田
だ

	野
の

	元
もと

	行
ゆき

（72歳）

木
き

	下
した

	　	行
ゆき

	春
はる

（66歳）

瀬
せ

	戸
と

	口
ぐち

	三
さぶ

	郎
ろう

（70歳）

住　　所

熊本県
芦北町

大分県
豊後大野市

宮崎県
三股町

鹿児島県
曽於市

経営の特徴

カンキツ専作
経営
（個人・法人）

施設ピーマン
専作経営

肉用牛繁殖・
水稲作複合経
営

カンショ・露
地野菜作複合
経営

表　　彰　　事　　由

１　甘夏の価格が低迷する中、デコポンを県内で初
めて導入し、デコポン栽培技術の確立に寄与。
芦北地域のみならず、県内各地域にデコポンを
普及させ、県農業の発展に貢献。

２　生産組合を設立し、農作業受託を通じて地域の
労力不足の解消に貢献。移住者支援による地域
活性化や農業研修生受入れに貢献。秀子氏が中
心となってNPO法人を設立し農福連携を推進。

１　これまでの露地栽培から雨除けハウスでのピー
マン栽培を推進し、収益の向上を実現。苦みが
少なく生で食べられる新品種を積極的に導入
し、産地全体に普及。

２　雨よけハウス栽培によるピーマンの栽培面積の
拡大や共同選果施設の整備による規格統一に
尽力し、産地の価値を向上。新規就農者の研修
施設の立上げ等、担い手育成に貢献。

１　水稲作の農作業受託による分業体制を構築し、
地域農業の維持・発展に貢献。水稲及び飼料作
物の作付面積を拡大し、自給飼料型の安定した
肉用牛繁殖経営を確立。

２　開業したそば道場を拠点としたグリーンツーリ
ズムを実践し、農村や食文化への理解醸成を通
じた農村の活性化に貢献。普及指導協力委員と
して研修を受け入れ、担い手育成に貢献。

１　カンショと露地野菜のスイカ・ハクサイの輪作
体系による複合経営を確立。カンショ・野菜の
機械化体系の導入により作業効率を飛躍的に
向上させ、規模拡大を実現。

２　農協露地野菜部会長として共選共販によるスイ
カ・ハクサイの産地づくりに貢献。県指導農業
士として、農高生や農大生などの研修生を積極
的に受け入れ、担い手育成に貢献。
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氏　　　名

瑞
ず

	慶
け

	覧
らん

	朝
ちょう

	勇
ゆう

（75歳）

住　　所

沖縄県
北中城村

経営の特徴

施設・露地野
菜作経営

表　　彰　　事　　由

１　高設ベンチを活用した葉菜類の周年栽培を確立
し、所得向上を実現。有機質資材を利用した土
づくり及び減農薬栽培に取り組み、地域におけ
る環境保全型農業の普及を推進。

２　農協と連携し、部会の立ち上げ等に尽力し、キ
クやサヤインゲンの産地形成に尽力。地区指導
農業士連絡協議会会長など地域のリーダーと
して、担い手育成や農業振興に貢献。
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　緑白綬有功章（国外）　２名

　　（北米・南加支会　　２名）

氏　　　名

続
つづ

	木
き

	　	宗
むね

	秋
あき

（78歳）

大
おお

	渡
わたり

	　	浩
こう

	平
へい

（66歳）

住　　所

Fountain	Valley
カリフォルニア州
米国	

Valley	Center
カリフォルニア州
米国

経営の特徴

樹木剪定
（法人）

造園設計施工
（法人）

表　　彰　　事　　由

1943年、岐阜県生まれ、1966年に渡米。1982年に植
木剪定専門会社を設立。専門技師を常時雇用し、病
院やゴルフ場等南カリフォルニア全域に顧客を持
ち、日系社会では最大の樹木の剪定会社に発展。日
米文化会館等で奉仕活動を継続。

1956年、兵庫県生まれ。1981年に渡米し、造園会社
を設立。渡米前に静岡県の造園会社で学んだ日本庭
園の優れた点をもとに、南カリフォルニアの生活様
式や文化、建築様式、気候や土壌、植栽を考慮しつ
つ、石と水を中心とし、ユニークで芸術的でありな
がら機能的なデザインを提案しつつ、米国全域で幅
広く事業展開。
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農	業	改	良	普	及	功	労	者

（一般社団法人　全国農業改良普及支援協会推薦）

　緑白綬有功章（国内）　４名

氏　　　名

庄
しょう

	子
じ

	み	つ	子
こ

（73歳）

百
もも

	瀬
せ

	　	清
きよ

	昭
あき

（70歳）

村
むら

	田
た

	　	恒
つね

	徳
のり

（71歳）

西
にし

	田
だ

	　	昭
あき

	義
よし

（72歳）

住　　所

宮城県
仙台市

山形県
鶴岡市

茨城県
水戸市

佐賀県
嬉野市

表　　彰　　事　　由

農作業衣等の改善や農家食料自給度向上など農家の生活改善を
指導。地方野菜等を「ふるさとの味」としてレシピ化するなど
により食育活動を推進。家族経営協定締結や女性農業委員の登
用、女性農業者の加工販売等起業活動を指導。退職後も宮城野
菜ソムリエの会の食育部会長として親子現地食育研修や浜の震
災復興支援活動を行うとともに、「みやぎの食を伝える会」の
代表等として郷土食や食文化の伝承活動、小中学校での食育学
習会で活躍。

県立大学校において情報化等のカリキュラム充実、農業情報教
育の拠点施設としての整備に貢献するとともに、農業者向けの
情報を集約した「やまがたアグリネット」を開設。また、農業
大学校校長として山形大学農学部や県内農業高等との連携に
よる高大連携プロジェクトを発案・主導し、全国農業大学校協
議会会長としても貢献。退職後は、鶴岡市立農業経営者育成学
校の初代校長に就任し、新規就農者の経営安定と地域農業の安
定・発展に寄与。

畜産担当及び農村青少年担当普及員として、畜産振興と農村青
少年の育成に寄与。普及指導活動（青少年）担当専門技術員と
して、担い手確保育成体系の見える化等を推進。全国青年農業
者育成研究会の会長、全国農業大学校等プロジェクト発表会の
審査委員長等を歴任。普及センター長としてミズナ、カンショ
などの産地で普及活動を展開。退職後は、農業大学校での学生
の就農支援や各種研修講師、普及指導員資格試験の専門試験委
員、地元農協理事等として活躍。

野菜担当普及員として、キュウリの品種・作型の転換、省エネ
対策の徹底等により、高収益施設園芸の確立に寄与。干拓地で
土壌・用水の塩分濃度調査を実施し、タマネギ等の産地の形成
に貢献。普及方法の専門技術員として、若手普及員の研修を強
化。園芸課副課長として「さがほのか」の普及拡大に尽力。退
職後は、普及指導員資格試験の専門試験委員、市への技術支援
や市農業委員会会長、JAの農業研修拠点施設の専任講師等と
して地域農業に貢献。
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農	業	技	術	開	発	功	労	者

（公益社団法人　農林水産・食品産業技術振興協会推薦）

　緑白綬有功章（国内）　１名

		元地方独立行政法人
		北海道立総合研究機構
		農業研究本部十勝農業試験場場長

		平成27年度（第71回）農業技術功労
		者表彰受賞	 	 	

　名誉賞状（グループ）（国内）　１団体

		平成28年度（第17回）民間部門
		農林水産研究開発功績者表彰
		農林水産大臣賞受賞	 	 	

氏　　　名

柳
やなぎさわ

沢	　	　	朗
あきら

（64歳）

氏　　　名

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

明
めい

治
じ

福
ふく

	井
い

	　	宗
むね

	徳
のり

（59歳）

木
き

	村
むら

	　	勝
かつ

	紀
のり

（56歳）

狩
か

	野
の

	　	　	宏
ひろし

（50歳）

堀
ほり

	内
うち

	　	啓
ひろ

	史
し

（50歳）

牧
まき

	野
の

	　	聖
せい

	也
や

（48歳）

山
やま

	田
だ

	　	成
なる

	臣
おみ

（41歳）

住　　所

北海道
帯広市

住　　所

東京都
中央区

表　　彰　　事　　由

長年にわたり小麦の品種育成に取り組み、各種形質の効率的な
選抜法を確立するとともに、北海道の基幹品種である「きたほ
なみ」をはじめとする多くの実用品種を育成。特に「きたほな
み」は、めん用として最も評価の高い輸入小麦「ASW」に匹
敵する品質を実現し、国産小麦の評価を一変させた品種であり、
小麦育種における交配母本として利用されているなど、国産小
麦の高品質安定生産及び育種水準の向上に大きく寄与。

表　　彰　　事　　由

少子高齢化社会の進行と消費者の健康志向の高まりを踏まえ、
乳酸菌の持つ機能性の解明と健康に効果のあるヨーグルト商品
の開発に尽力。その結果、ピロリ菌抑制作用、免疫賦活多糖産生、
プリン体吸収低減など、機能性を有する菌株を発見。おいしさ
を向上させる技術開発も駆使してプロバイオティクスヨーグル
ト商品を開発し、我が国で生産される生乳を原料として製造さ
れるヨーグルトの市場規模の拡大に貢献。
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本　会　功　労　者

　紫白綬有功章（国内）　１名

　紅白綬有功章（国内）　２名

氏　　　名

三
み

	輪
わ

	睿
えい

	太
た

	郎
ろう

（79歳）

氏　　　名

古
こ

	在
ざい

	　	豊
とよ

	樹
き

（79歳）

髙
たか

	野
の

	　	克
かつ

	己
み

（69歳）

住　　所

東京都
府中市

住　　所

千葉県
柏市

東京都
杉並区

表　　彰　　事　　由

本会に対する功績特に顕著なるを認め頭書の有功章を贈りその
功労を表彰（業務活動推進）

表　　彰　　事　　由

本会に対する功績顕著なるを認め頭書の有功章を贈りその功労
を表彰（業務活動推進）

本会に対する功績顕著なるを認め頭書の有功章を贈りその功労
を表彰（業務活動推進）
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農事功労者経営類型別一覧（国内）

区分 部門 都道府県 市町村 氏      名 経営の特徴 掲載頁

紫白綬 複合 三重県 津市 亀井　輝忠 花苗・野菜苗作複合経営
（法人） 2

緑白綬 農産 北海道 美唄市 吉村　俊子 水稲専作経営 3

緑白綬 農産 青森県 青森市 飯塚　久雄 水稲専作経営 3

緑白綬 農産 宮城県 仙台市 佐々木　均
佐々木千賀子

水稲・大豆作・農産加工経営
（法人） 4

緑白綬 農産 秋田県 大仙市 判田　勝補 水稲専作経営 4

緑白綬 農産 栃木県 日光市 福田　絹江 水稲専作経営 6

緑白綬 農産 新潟県 新発田市 櫻井　賢七 水稲専作経営 9

緑白綬 農産 岐阜県 瑞穂市 小川　勝範 水稲・小麦作経営（法人） 11

緑白綬 農産 三重県 東員町 伊藤　良子 水稲・麦作経営 11

緑白綬 農産 兵庫県 丹波篠山市 岸本　一朗 水稲・大豆作経営 12

緑白綬 農産 福岡県 行橋市 大田　完治 水稲・麦作経営 16

緑白綬 特産 静岡県 牧之原市 赤堀　有彦 茶業経営 8

緑白綬 特産 京都府 和束町 上嶋　伯協 茶業経営（個人・法人） 12

緑白綬 野菜 秋田県 大潟村 宮川　正和
宮川　清子 施設・露地野菜作経営（法人） 4

緑白綬 野菜 愛知県 豊橋市 水谷　一江 施設イチゴ専作経営 11

緑白綬 野菜 大阪府 富田林市 中筋　博行 施設野菜作（ナス，キュウリ）
経営 12

緑白綬 野菜 岡山県 岡山市 那須　敬策 イチゴ専作経営 14

緑白綬 野菜 徳島県 阿南市 山下　和久
山下　由美 チンゲンサイ専作経営 14

緑白綬 野菜 佐賀県 小城市 松尾　正人 施設ナス専作経営 16

緑白綬 野菜 長崎県 松浦市 川上　博昭 施設野菜（アスパラガス・
メロン）作経営 16

緑白綬 野菜 大分県 豊後大野市 羽田野元行 施設ピーマン専作経営 17

緑白綬 野菜 沖縄県 北中城村 瑞慶覧朝勇	 施設・露地野菜作経営 18

緑白綬 果樹 山形県 村山市 笹原　恭治 オウトウ専作経営 5

緑白綬 果樹 奈良県 五條市 鶴田　和恵 カキ・ウメ作経営 13
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区分 部門 都道府県 市町村 氏      名 経営の特徴 掲載頁

緑白綬 果樹 和歌山県 田辺市 山下　繁一 ウメ専作経営 13

緑白綬 果樹 広島県 庄原市 島津　　宏 リンゴ専作経営 14

緑白綬 果樹 香川県 高松市 福家　　茂 カンキツ専作経営（法人） 14

緑白綬 果樹 熊本県 芦北町 松本　喜作
松本　秀子 カンキツ専作経営（個人・法人） 17

緑白綬 花き 埼玉県 川越市 山下　德弥
山下　笑子 花壇苗・鉢物作経営 7

緑白綬 花き 東京都 足立区 並木　一重 花壇苗・花き作経営 7

緑白綬 畜産 岩手県 野田村 平谷　東英
平谷　洋子 養豚一貫経営（法人） 4

緑白綬 畜産 福島県 泉崎村 木目澤次男
木目澤久實子 酪農経営 5

緑白綬 畜産 栃木県 矢板市 八木澤寛夫 肉用牛繁殖経営 6

緑白綬 畜産 神奈川県 藤沢市 金子　憲永 養豚一貫・食肉加工販売経営 7

緑白綬 畜産 山梨県 韮崎市 猪股　重教 肉用牛一貫経営 7

緑白綬 畜産 新潟県 上越市 渡辺　孝治 肉用牛肥育経営（個人・法人） 9

緑白綬 畜産 愛媛県 新居浜市 三船　正良 養豚一貫経営 15

緑白綬 複合 北海道 厚沢部町 木村　秀喜 水稲・ネギ作複合経営 3

緑白綬 複合 岩手県 紫波町 髙橋　　信
髙橋美喜子 水稲・果樹作複合経営 3

緑白綬 複合 山形県 鶴岡市 齋藤　一志 水稲作・畜産複合経営（法人） 5

緑白綬 複合 茨城県 筑西市 廣瀬　幸雄 水稲作・造園複合経営 6

緑白綬 複合 群馬県 東吾妻町 三枝　博行 花き・タラノメ作複合経営 6

緑白綬 複合 富山県 富山市 大平　正博 水稲・大麦・大豆・野菜作複
合経営 9

緑白綬 複合 石川県 穴水町 前田　忠男 野菜・果樹作複合経営（法人） 9

緑白綬 複合 福井県 越前町 山嵜　繁信
山嵜美枝子

野菜苗・花苗作・しめ縄複合
経営（法人） 10

緑白綬 複合 滋賀県 高島市 寺井　治一 水稲・野菜作複合経営 12

緑白綬 複合 熊本県 多良木町 深水　吉人
深水　良子

水稲・麦・施設トマト作・農家
民宿複合経営（個人・法人） 16

緑白綬 複合 宮崎県 三股町 木下　行春 肉用牛繁殖・水稲作複合経営 17

緑白綬 複合 鹿児島県 曽於市 瀬戸口三郎 カンショ・露地野菜作複合経営 17





公益社団法人  大  日  本  農  会
〒107-0052　東京都港区赤坂１丁目９番13号

三会堂ビル７階
　電　話  03（ 3 5 8 4 ）6 7 3 9 番

ＦＡＸ  03（ 3 5 8 4 ）0 5 7 3 番
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